














1.研究の目的

新生児・未熟児管理の進歩により,我国の周産期死亡率は著しく改善されたが,周産期死亡

や周産期罹病率に占める胎児異常の頻度は逆に増加する傾向にある。それだけに,胎児異

常の発生が予測される妊娠及び胎児異常を合併する妊婦の管理が臨床上大きな問題となり

つつある。一方急速に進歩している診断技術も,その臨床応用となると,胎児の疾患では症

例が極めて多彩にわたる反面,各疾患頻度が逆に極めて低いという特徴をもつが故に,診

断・治療の精度・効果など未だ不明の点も少なくない。胎児疾患の診断・治療に関する倫

理的な問題，胎児医療が医療として認められていないという社会的問題なども加わって,

我国における胎児疾患診断・治療は,発達障害児の早期ケアシステムを考える上で,転機に

立たされているのではなかろうか。

本研究では,前年度の心身障害の胎児診断・治療に関する研究の研究成果をふまえ,心身障

害の胎児診断・治療を医療として確立させるための基礎的資料を整える目的で,以下に述

べるリサーチ・クェスチョンを設定し研究を行った。

〔分担研究班において設定したリサーチ・クェスチョン〕

(1)胎児治療の適応はいかなる疾患及び病態か。

(2)胎児診断・胎児治療における倫理的問題はいかなるものか。


